
―
―
休
日
・
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
新
築
ま
で
の
経

緯
と
、
同
セ
ン
タ
ー
の
概
要
を
お
聞
き
し
ま
す
。

桑
原
恒
治
氏
（
以
下
、
桑
原
氏
）　

当
セ
ン
タ
ー

の
あ
る
福
岡
県
の
京
築
二
次
保
健
医
療
圏
（
注
／

行
橋
市
、
豊
前
市
、
苅
田
町
、
み
や
こ
町
、
築
上

町
、
上
毛
町
、
吉
富
町
の
２
市
５
町
）
は
、
人
口

約
18
万
人
の
農
山
漁
村
地
域
で
す
。自
治
体
病
院
、

三
次
医
療
機
関
は
な
く
、
救
急
医
療
と
小
児
救
急

を
含
む
小
児
医
療
へ
の
対
応
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
課
題
を
改
善
す
る
た
め
に
、
１
９
９
８
年

７
月
に
設
立
さ
れ
た
の
が
行
橋
京
都
休
日
・
夜
間

急
患
セ
ン
タ
ー
で
す
。
し
か
し
、
当
時
は
旧
市
社

会
福
祉
協
議
会
の
建
物
を
間
借
し
て
開
設
し
た
こ

と
も
あ
り
、
駐
車
場
が
不
足
し
て
い
た
り
、

２
０
０
９
年
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
時
に

十
分
な
対
応
が
で
き
な
か
っ
た
り
と
い
っ
た
様
々

な
受
け
入
れ
体
制
の
不
備
が
あ
っ
た
の
で
す
。
そ

こ
で
、
京
都
医
師
会
が
主
導
し
て
新
セ
ン
タ
ー
設

立
を
計
画
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

弓
削 

建
氏
（
以
下
、
弓
削
氏
）　

新
セ
ン
タ
ー
で

は
、
通
常
の
急
患
セ
ン
タ
ー
に
加
え
て
、
こ
の
地

域
に
お
け
る
小
児
医
療
で
不
足
し
て
い
る
機
能
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
よ
う
な
新
興
感
染
症
へ
の
対
応
、
発
達
障

害
に
関
す
る
相
談
セ
ン
タ
ー
、
病
児
保
育
施
設
を

設
け
た
こ
と
が
特
徴
と
言
え
ま
す
。
そ
の
結
果
、

京
都
医
師
会
　
副
会
長

弓
削 
建
氏

桑
原 

恒
治
氏
に
聞
く

In
t

e
r

v
ie

w

小児医療と1次救急を担う地域の急患センターで
最新型の医事一体型電子カルテシステムを導入し、
地域医療連携の推進と診療の質の向上を目指す
2013年、救急医療と小児医療を支えるためにリニューアルオープンした行橋京都休日・夜間急患センター。
同センターでは、行橋京都地区医療連携ネットワーク基盤構築事業「メディックNET」を構築し、
地域医療連携の促進を図ると同時に、医事一体型電子カルテシステムを導入して医療のIT化を推進している。
輪番制でセンターでの医療を担当する他施設の医師たちにとって、電子カルテは必須の装備であると話す。
京都（みやこ）医師会副会長の桑原恒治氏（桑原医院院長）と弓削 建氏（ゆげ子どもクリニック院長）に
電子カルテシステムと地域医療連携ネットワーク導入の経緯と運用の現況、システムの有用性について聞いた。

福岡県●行
ゆ く は し み や こ

橋京都休日・夜間急患センター
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訳
は
小
児
の
患
者
が
６
割
５
分
、
内
科
が
３
割
強

で
す
。

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
「M

edicom
-H

R III

」

使
い
勝
手
の
良
さ
と
多
彩
な
機
能
性
、

安
定
性
と
確
か
な
サ
ポ
ー
ト
を
評
価

―
―
新
セ
ン
タ
ー
の
医
療
Ｉ
Ｔ
化
に
つ
い
て
お
聞

き
し
ま
す
。

桑
原
氏　

急
患
セ
ン
タ
ー
設
立
に
当
た
っ
て
、
地

域
医
療
連
携
の
強
化
を
図
る
た
め
に
Ｉ
Ｔ
を
活
用

し
た
地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
導
入
が
必
要
と
考

え
、
ま
ず
、
地
域
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー

ビ
ス
「ID-Link
（
ア
イ
デ
ィ
ー 

リ
ン
ク
）」
の
導

入
を
決
め
た
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
セ
ン
タ
ー
の
電
子
カ
ル
テ
化
は
必
須
で
あ

ろ
う
と
い
う
声
が
出
て
き
た
の
で
す
。
加
え
て
、

急
患
セ
ン
タ
ー
で
診
療
す
る
医
師
た
ち
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
っ
た
と
こ
ろ
、
勤
務
医
の
皆
さ
ん
を

中
心
に
約
８
割
の
方
々
が
電
子
カ
ル
テ
を
導
入
す

べ
き
と
回
答
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
電
子
カ
ル
テ

導
入
が
ス
ム
ー
ズ
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

シ
ス
テ
ム
選
定
で
は
、
数
社
の
シ
ス
テ
ム
を
検

討
し
た
と
こ
ろ
、「ID-Link

」
と
親
和
性
が
高
く
、

シ
ェ
ア
も
大
き
い
の
で
信
頼
で
き
る
と
い
う
こ
と

で
、
メ
デ
ィ
コ
ム
の
医
事
一
体
型
電
子
カ
ル
テ
シ

ス
テ
ム
「M

edicom
-HR III

（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ヘ

ル
ス
ケ
ア
）」
を
採
用
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

―
―
両
先
生
と
も
電
子
カ
ル
テ
使
用
は
初
め
て
と

伺
い
ま
し
た
が
、
使
い
勝
手
は
い
か
が
で
す
か
。

桑
原
氏　

セ
ン
タ
ー
で
は
２
０
１
４
年
４
月
か
ら

運
用
を
開
始
す
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
の
で
、
私

の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
も
同
年
２
月
か
ら
使
用
す
る
こ

規
模
の
大
き
な
施
設
と
な
り
ま
し
た
。

桑
原
氏　

国
の
地
域
医
療
再
生
計
画
に
採
用
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
資
金
繰
り
等
を
含
め
順
調
に
計

画
は
進
み
、
２
０
１
３
年
６
月
に
内
科
・
小
児
科

４
診
制
、
歯
科
１
診
制
の
新
セ
ン
タ
ー
を
オ
ー
プ

ン
で
き
ま
し
た
。
歯
科
に
つ
い
て
は
、
休
日
診
療

の
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
薬
剤
師
会
の
協

力
で
、
セ
ン
タ
ー
内
に
は
薬
剤
師
が
常
駐
す
る
体

制
を
と
っ
て
お
り
、
休
日
や
夜
間
の
薬
の
処
方
業

務
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
は
、
看
護
師

が
嘱
託
７
名
、
パ
ー
ト
15
名
の
22
名
、
医
師
は
毎

日
輪
番
で
当
医
師
会
を
含
め
た
近
隣
の
医
師
会
の

開
業
医
と
、
病
院
の
勤
務
医
が
務
め
て
い
ま
す
。

弓
削
氏　

新
し
い
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
て
以

降
、
平
均
来
院
患
者
数
は
、
平
日
夜
間
は
１
日
約

18
・
２
名
、
休
日
は
約
１
１
０・３
名
を
数
え
て
い

ま
す
。
盆
や
年
末
年
始
に
は
特
に
受
診
者
が
多
く

な
り
、３
２
０
名
を
超
え
た
日
も
あ
り
ま
し
た
が
、

平
均
で
も
１
日
約
２
２
３
名
と
多
く
、
同
施
設
に

寄
せ
ら
れ
る
期
待
が
窺
い
知
れ
ま
す
。
な
お
、
内

と
に
し
た
の
で
す
。
事
前
に
ベ
ン
ダ
と
カ
ル
テ
の

仕
様
に
つ
い
て
綿
密
に
打
ち
合
わ
せ
を
し
、
す
で

に
「M

edicom
-HR III

」
を
使
用
し
て
い
る
医
師

会
会
員
の
テ
ン
プ
レ
ー
ト
を
拝
借
す
る
な
ど
し
て

環
境
を
整
備
し
た
こ
と
も
あ
り
、
私
自
身
は
特
に

問
題
な
く
電
子
カ
ル
テ
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
電
子
カ
ル
テ
を
使
用
し
て
み
て
初
め
て

感
じ
た
の
が
、診
療
デ
ー
タ
活
用
の
有
用
性
で
す
。

「M
edicom

-H
R III

」
に
は
デ
ー
タ
を
収
集
・
統

計
処
理
す
る
機
能
が
備
わ
っ
て
お
り
、
ク
リ
ニ
ッ

ク
に
お
け
る
患
者
数
の
動
向
や
、
自
分
が
ど
の
よ

う
な
薬
を
患
者
に
処
方
し
て
い
る
の
か
な
ど
を
簡

単
に
調
べ
る
こ
と
が
で
き
、
重
宝
し
て
い
ま
す
。

事
務
処
理
も
一
体
型
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
た
こ
と
で

手
間
が
相
当
省
け
、
医
事
業
務
が
楽
に
な
っ
た
と

受付には 4台の電子カルテ端末を配置。医事一体型電子カルテ
システムにより、効率的かつ迅速な医事処理を実現。また、受付
ではいわゆるトリアージを実施して患者の“緊急度”を決定。優
先順位の高い患者から診療できる体制を構築している

行橋京都休日・夜間急患センター システム構成図

行橋京都休日・夜間急患センターには、13台の電子カルテシステム端末および 1台の電
子カルテ用サーバを配置。診察室をはじめ、受付や薬局など、院内各所に電子カルテ端
末を配置して、どこからでも診療データを閲覧・入力できる環境を整備している
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行橋京都休日・夜間急患センター
　行橋市・苅田町・みやこ町の１市２町の組
合立として設立された行橋京都休日・夜間急
患センターは、平日夜間・休祭日の診療を担
当する施設である。センター周辺では、京都
医師会管内はもとより近隣の大学病院、公立
病院、私立病院においても小児科医の絶対数
が不足しており、地域からの利用者数は多い。
　同センターは新築移転を果たし、2013 年
6 月 27 日より新建屋で診療を開始。医療施
設としては感染症対策に力を入れており、感
染症患者のための待合・診療・検査スペース
を別に設けている。また、病児保育施設や発
達障害に関する相談センターなど、小児医療
をサポートする施設も併設している。バイパ
ス沿いにあることから交通の便がよく、新築
設備ということで周辺地域の住民から注目さ
れていたこともあり、近隣医師会の地域から
も受診者が来るようになったという。
　また、同センターに隣接して京都医師会会
館、京都医師会看護高等専修学校も新築移転
を実施し、同センター周辺は行橋地区の医療
の基盤を支える一大拠点となっている。

一般社団法人京都医師会会長：大原紀彦
住所：福岡県行橋市東大橋 2 丁目 9 番 2 号

弓
削
氏　

当
初
、
急
患
セ
ン
タ
ー
に
電
子
カ
ル
テ

は
な
じ
ま
な
い
の
で
は
、
と
個
人
的
に
考
え
て
い

ま
し
た
が
、
そ
れ
は
全
く
の
杞
憂
で
し
た
ね
。
小

児
科
と
い
う
観
点
で
見
る
と
、
例
え
ば
小
児
医
療

で
は
薬
の
処
方
を
体
重
換
算
で
し
ま
す
が
、
そ
の

計
算
を
電
子
カ
ル
テ
が
行
う
こ
と
で
、
入
力
ミ
ス

の
防
止
に
貢
献
す
る
な
ど
、
有
用
性
は
か
な
り
大

き
い
で
す
。

　

急
患
セ
ン
タ
ー
で
導
入
す
る
施
設
は
少
な
い
で

す
が
、
む
し
ろ
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
が
関
与
す
る
か

ら
こ
そ
急
患
セ
ン
タ
ー
に
電
子
カ
ル
テ
を
導
入
す

べ
き
と
思
い
ま
す
。

地
域
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

―
―
地
域
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
現
況
に
つ

い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

桑
原
氏　

当
セ
ン
タ
ー
設
立
と
並
行
し
て
進
め
て

い
る
「
行
橋
京
都
地
区
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
メ
デ
ィ
ッ
ク
Ｎ
Ｅ
Ｔ
）」基
盤
構
築
事
業
で
す
が
、

京
都
医
師
会
会
員
施
設
の
約
半
数
が
参
加
を
表
明

し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
私
が
運
営
す
る
桑
原
医

院
と
京
築
医
療
圏
の
救
急
告
示
病
院
で
あ
る
陽
明

会
小
波
瀬
病
院
、
弓
削
先
生
が
運
営
す
る
ゆ
げ
子

ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
当
急
患
セ
ン
タ
ー
を
そ
れ
ぞ

れ
接
続
し
、「ID-Link

」
の
実
験
的
な
運
用
を
行
っ

て
い
る
段
階
で
す
。

　

患
者
さ
ん
か
ら
同
意
書
を
得
る
プ
ロ
セ
ス
の
確

立
や
、
診
療
デ
ー
タ
を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
た
め

の
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
の
整
備
、
参
加
医
療
機
関
へ
の

説
明
な
ど
、
課
題
は
多
い
で
す
が
、
病
院
等
の
診

療
情
報
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ

ス
タ
ッ
フ
か
ら
も
好
評
で
す
。

弓
削
氏　

私
も
自
院
で
メ
デ
ィ
コ
ム
の
電
子
カ
ル

テ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
正
直
、
最
初
は
抵
抗
感

が
あ
り
ま
し
た
が
、
慣
れ
て
く
れ
ば
問
題
な
い
で

す
ね
。
ベ
ン
ダ
の
対
応
も
良
く
、
電
子
カ
ル
テ
に

不
慣
れ
な
我
々
に
親
身
か
つ
丁
寧
に
対
応
し
て
く

れ
て
、
た
い
へ
ん
満
足
し
て
い
ま
す
。

桑
原
氏　

セ
ン
タ
ー
で
の
運
用
に
関
し
て
は
、
電

子
化
に
よ
っ
て
カ
ル
テ
が
見
や
す
く
な
っ
た
こ

と
、
診
療
デ
ー
タ
の
引
き
継
ぎ
が
容
易
で
あ
る
こ

と
、
カ
ル
テ
に
記
載
さ
れ
る
診
療
情
報
も
増
え
た

こ
と
な
ど
か
ら
、
診
療
の
質
の
向
上
に
大
い
に
貢

献
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

診
療
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
ト

ラ
ブ
ル
も
な
く
、
安
定
し
た
シ
ス
テ
ム
稼
働
を
続

け
て
い
る
点
も
高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。私
自
身
、

も
う
紙
カ
ル
テ
に
は
戻
れ
な
い
で
し
ょ
う
ね
。

ば
、
診
療
に
お
い
て
役
立
ち
ま
す
。

　

例
え
ば
、
私
の
施
設
で
は
小
波
瀬
病
院
で
撮
影

さ
れ
た
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
画
像
を
閲

覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、お
子
さ
ん
が
入
院
し

て
い
る
保
護
者
の
方
に
、
Ｃ
Ｔ
の
画
像
を
直
接
ご

覧
い
た
だ
い
て
病
状
を
詳
し
く
説
明
、
納
得
し
て

い
た
だ
け
る
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

弓
削
氏　

急
患
セ
ン
タ
ー
で
前
日
に
受
診
し
た
患

者
が
翌
日
に
私
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
訪
れ
た
際
、
急

患
セ
ン
タ
ー
で
の
検
査
結
果
や
処
方
内
容
を
簡
単

に
把
握
で
き
る
の
で
、
当
日
の
診
療
も
ス
ム
ー
ズ

で
す
。
ま
だ
症
例
数
は
少
な
い
で
す
が
、
こ
の
活

動
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
地
域
の
理
解
を
得
て
、

少
し
ず
つ
で
も
シ
ス
テ
ム
普
及
に
貢
献
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、昨
年
か
ら
、「ID-Link

」
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
機
能
を
活
用
し
、
感
染
症
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
シ

ス
テ
ム
を
一
部
稼
働
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
感
染
症
情
報
を
収
集
・
蓄
積

し
、
統
計
処
理
し
て
発
信
す
る
機
能
と
、
予
防
接

種
情
報
の
登
録
・
閲
覧
機
能
の
２
つ
の
仕
組
み
で

構
成
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
一
部
の
学
校
・
保
育

園
・
幼
稚
園
に
端
末
を
配
布
し
て
お
り
、
子
ど
も

の
学
年
別
欠
席
状
況
や
学
級
閉
鎖
な
ど
感
染
症
に

か
か
わ
る
状
況
を
登
録
で
き
、
発
症
動
向
を
学
校

や
保
育
園
で
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
も
、
現
在
普
及
を
促
進
し
て
い
る
段
階

で
す
。

桑
原
氏　

電
子
カ
ル
テ
に
し
て
も
、
地
域
医
療
連

携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
し
て
も
、
ま
だ
参
加
施
設
数

は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
シ
ス
テ
ム
の
有
用
性
を

も
っ
と
地
域
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
、
シ
ス
テ
ム
普
及

に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

弓削 建（ゆげ・けん）氏
1951年広島県生まれ。1980年久留米大
学医学部卒。同年同大小児科学教室入
局、1988年雪の聖母会聖マリア病院小
児科、1993年小児科クリニックを開業。
2000年京都医師会理事、2014年同医師
会副会長に就任

桑原恒治（くわはら・つねはる）氏
1956 年福岡県生まれ。1981年東海大学医学
部卒。同年産業医科大第 2内科、1983 年桑
原医院院長。1993 年京都医師会理事、2006
年同医師会副会長に就任

診察室で電子カルテを運用する弓削氏。同セン
ターでは 30以上の医療機関から多くの医師が電
子カルテを利用するため、誰でも容易に使用で
きるインターフェース開発に配慮したという

地
域
の
半
数
以
上
の
施
設
が
参
加
に
名
乗
り

有
用
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
普
及
促
進
を
図
る
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